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  発表内容の      
  関 係 地 域      

 全県、岩国、柳井、周南、山口、防府、宇部、山陽小野田、下関、長門、 
 萩、首都圏 

 
１ 件 名 
   令和元年度山口県立大学キャリアアップ研修「発達障害の理解と具体的な支援」の

開催及び受講生募集について 
 
２  趣 旨 
   山口県立大学では、教育研究分野の専門性を活かして、教育、福祉、医療等の分野 

の専門職向けの研修を実施しています。 
本学で開催してきたキャリアアップ研修「発達障害の理解と具体的な支援」は、今

年度で 14 年目となりました。この間、発達障害の理解が浸透し、支援の輪も拡がっ
たように思います。しかし、私たち支援者は、出会うことのできた子どもと家族の最
善の利益を保障するために、日々の支援に奮闘しながら、学び続ける必要があります。 
この研修では、子どもと家族の立場になって思考し、支援者のまなざしを再考する

機会にしたいと思います。 
 
３  内 容 

【日 時】令和元年 8月 8日(木) 午前 10 時～午後 5時 

【場 所】山口県立大学 北キャンパス 2号館 B401 教室 
【対 象】小・中・高等学校教諭、特別支援学校教諭、養護教諭、幼稚園教諭、保育

士、児童福祉施設職員、障害児施設職員、補助教員等 

【受講料】5,000 円 

【プログラム・講師】別添チラシ参照 

【申込方法】本学ウェブサイトの申込みフォーム、ＦＡＸまたは郵送にて、氏名（ふ

りがな）、住所、連絡先 Tel、勤務先（名称・所在地）、受講の動機

(任意)、講師への質問(任意)等を明記の上、下記までお送りください。 

【申込期間】令和元年 6月 17（月）～7月 19 日（金） 

※先着順、定員 150 名に達し次第締め切ります。 

 

４ 問合せ・申込み先 

〒753-8502 山口市桜畠 3 丁目 2-1 

山口県立大学地域共生センター 共生教育部門 

電話（083）928-3495 FAX（083）928-3021 

URL：https://www.yamaguchi-pu.ac.jp/ 
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専門職のための講座

令和元年度 キャリアアップ研修

令和元年8 6 10:00~
17:00月 日

場　所：山口県立大学
対　象：教育職員、保育士、児童福祉施設職員、障害児施設職員、補助教員等
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発達障害の理解と
具体的な支援

6月17日(月)～7月19日(金)

申込み期間開催日時

JR をご利用の場合
山口線 宮野駅下車 徒歩 15 分
バスをご利用の場合
山口県立大学前下車 徒歩 10 分

JR をご利用の場合
山口線 宮野駅下車 徒歩 15 分
バスをご利用の場合
山口県立大学前下車 徒歩 10 分

会場のご案内

お問合せ：山口県立大学地域共生センター　共生教育部門
〒753-8502　山口市桜畠3丁目2-1　TEL：083-928-3495　FAX：083-928-3021

地下道を通って
会場にお越しください。

南キャンパス

北キャンパス

当日はグラウンドが
駐車場になります。

山口県立大学
北キャンパス 2 号館
4 階 B401 教室

会場

駐車場
発達障害について
現代の子どもの姿から学びましょう。
発達障害の子どもと家族（親・きょうだい）に
支援者はどんなまなざしを向けたらよいでしょう。
子どもと家族の立場になって考え、
私たちの役割を一緒に考えましょう。

発達障害について
現代の子どもの姿から学びましょう。
発達障害の子どもと家族（親・きょうだい）に
支援者はどんなまなざしを向けたらよいでしょう。
子どもと家族の立場になって考え、
私たちの役割を一緒に考えましょう。
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住　所
（受講票送付先） 

（  自宅 ・ 勤務先  ） 
〒 

連絡先ＴＥＬ 
（緊急時の連絡等に使用する場合があります。） 

勤務先 

（名称） 

 

所在地：
都道
府県

市町
村   

受講の動機  
（実践の中での思いや講座に
　期待すること等をご自由に
　ご記入ください。）

（任意）

講師に質問等があれば
ご記入ください。

 
 

（任意）

※受講申込書に記載された個人情報については、本講座に関する連絡等の目的以外には使用しません。
 

 

 
 

  
  

  

時 間 内　容 講　師
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12：10

13:00
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14：00
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15：10

15:10
～

17:00

受　付

休　憩

休　憩

休憩・昼食

閉　会

【講座２】
  自閉症スペクトラム障害の子どもたちへのまなざし
  －支援者、きょうだいの立場から－

【講座４】
  発達障害と家族支援－家族理解と支援のために－

【講座３】
  家族からの発信
  －わが子と歩んだ２０年をふりかえって、
　　　　　　　　　　今、支援者に求めること－

10:00
～

11：00

【講座１】
  現代の子どもの姿からとらえる発達障害の理解

山口県立大学 看護栄養学部
教授 中村 仁志（臨床心理士)

山口県立大学 社会福祉学部
教授 藤田 久美（公認心理師）

川崎医療福祉大学医療福祉学科
同大学 大学院医療福祉学専攻
発達障害(TEACCH)コース
専任講師 小田桐 早苗

保護者
自閉症児を育てるママたちの会
＜ママかん＞ 山下 里枝

講師全員

申込み期間：令和元年6月17日(月)～7月19日(金)

令和元年度　山口県立大学 キャリアアップ研修

発達障害の理解と具体的な支援 受講申込書

研修について

プログラム

申込みについて

FAX 083-928-3021 令和元年 月   日  

ふりかえりと全体共有
まとめ・アンケート記入

【ウェブサイトから申し込む方法】

山口県立大学ウェブサイトの申込みフォームをご利用ください。
URL：https://www.yamaguchi-pu.ac. jp/

【郵送またはＦＡＸで申し込む方法】

下記の受講申込書に必要事項を明記のうえ、下記までお送りください。
山口県立大学地域共生センター　住所：〒753-8502 山口市桜畠3丁目2－1
　　　　　　　　　　　　　　　FAX：083-928-3021

対　象 ：小・中・高等学校教諭、特別支援学校教諭、
　　　　養護教諭、幼稚園教諭、保育士、児童福祉施設職員、
　　　　障害児施設職員、補助教員等
定　員：150 名
　　　　※先着順、定員になり次第締め切ります。
会　場：山口県立大学 北キャンパス2 号館 B401 教室 

日　程：令和元年 8 月 8 日（木） 10：00 ～ 17：00
受講料：5,000 円（当日受付時にお支払いください｡）
昼　食：昼食は各自でご用意ください。
　　　　※飲み物は自動販売機で購入可能です。
その他：会場は席によって寒暖差があります。
　　　　衣服で調整できるようにしてください。

QR コードから
申込みフォームに
アクセスできます。

本学で開催してきたキャリアアップ研修「発達障害の理解
と具体的な支援」は、今年度で 14 年目となりました。
この間、発達障害の理解が浸透し、支援の輪も拡がった
ように思います。
しかし、私たち支援者は、出会うことのできた子どもと
家族の最善の利益を保障するために、日々の支援に
奮闘しながら、学び続ける必要があります。

講座では、子どもと家族の立場になって思考し、支援者
のまなざしを再考する機会にしたいと思います。
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